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耳 鼻咽喉科領域の 雑誌

１

は じ め に

論文投稿を中心に

西 岡 慶 子

指導教官によって全般にわたり詳細な校閲があり、

投稿先の雑誌もあらかじめ決められることが多い

が、自身で書き始めるとなると、現今のように気

の遠くなるような雑誌の種類と専門分野の過多に

まず肝易し、ましてや英文となると、始めからあ

きらめている者も少なくない。ここに最近の主な

邦文、英文雑誌の内容を紹介すると共に投稿にあ

だっての注意点など、私の乏しい経験をもとに当

科領域の邦、英文論文執筆に関して概略を述べる。

（１） 総合雑誌

種類を下記に示した。

①日本耳鼻咽喉科学会会報

②耳鼻咽喉科・頭頚部外科

③耳鼻咽喉科臨床

④耳鼻と臨床

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＯｔｏｌａｒｙｎｇｏｌｏｇｙｏｆＪａｐａｎ

〔日耳鼻：ＪＯｔｏｌａｒｙｎｇｏｌ Ｊｐｎ 〕

日本耳鼻咽喉科学会が編集、発行している雑誌

で現在９５巻を数え、主として研究論文が投稿され

ている。以前は学位論文のため単独名が多かった

が、最近では共著が増え、日本では権威のある雑

誌の一つであり、内容も高い水準を保っている。

当科領域の全分野を網羅しているが、やはり年代

によって世界的な流行のテーマの影響を受けてい

る。最近の数年では投稿、掲載された論文は以下

のような分野に分かれている。すなわち、解剖学

初めて論文を書き、それが雑誌に印刷、掲載さ

れ、別刷を手にした時のあの思い出は誰しも新鮮

で懐かしい。しかし生涯において発表した多くの

論文のうち、世界の医科学の進歩、発展に寄与で

きたと自他共に思われる論文は往々にしてあまり

ないものである。耳鼻咽喉科領域には他の科に見

られないいくつかの特殊性がある。すなわち、第

一に聴覚、平衡、味、嗅覚などの感覚器が包括さ

れることから、それらの感覚生理、解剖、機能に ２． 耳鼻咽喉科における邦文雑誌

関する分野が古くから研究の対象となってきた。

特に、平衡、聴覚機能の学術的研究成績はそれぞ

れの専門学会に報告のかたわら、論文として著述

された。 また中耳、副鼻腔は鼻腔、 咽頭部の末

端に存在する呼吸器系の一部を構成しており、臨

床上でも重要な位置をしめる。特に中耳は伝音系

の一端を担い、その部の炎症、免疫などに関する

基礎的研究や鼓室形成術に代表される手術的治療 ⑤耳鼻咽喉科展望

法の歴史的変遷がここ十数年の論文に如実にうか ⑥ＪＯＨＮＳ

加われる。 次に当科領域に発生する腫瘍は、構 ①日本耳鼻咽喉科学会会報

成器官、組織の多様性のために他に類を見ないほ

どに多彩である。これらの腫瘍における病理学、

腫瘍免疫、遺伝子分析などの基礎的研究、臨床で

はＣＴ，ＭＲＩ，超音波などによる診断技術の飛躍的

進歩とあいまづて手術、化学療法、放射線療法な

どの治療法の発展などが論文として報告され、当

科領域の医学は飛躍的進歩を遂げた。

このような論文執筆も、誰しもごく始めの頃は
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的部位別で見ると、耳科学領域が約３０～４０臥 鼻

副鼻腔ｌＳ～ＺＯ臥 口腔、唾液腺に関する論文が５

～６臥 扁桃その他咽頭部ｉ～ｉｚ乱 喉頭 ７～１０

奏となっている。また研究方法別では生理（聴覚）、

病態生理に関する論文が最も多く２０価前後を占め、

次に形態、組織（ 含電顕 ）、解剖学１３～１９払 物

理化学、生物学、数学統計１３～１７１ｏが続き、病理

解剖、病理組織学６～１４弗となっている。長編の

論文は敬遠され、１５枚以上のものは掲載されない

規定がある。

⑧耳鼻咽喉科・頭頚部外科

Ｏｔｏｌａｒｙｎｇｏｌｏｇｙ ＨｅａｄａｎｄＮｅｃｋＳｕｒｇｅｒｙ

（ Ｔｏｋｙｏ）

〔 耳喉頭顎：Ｏｔｏｌａｒｙｎｇｏト ＨＮＳ〕

この雑誌は１９２８年、久保猪之吉先生により創刊

され古い歴史を持つい

るのがこの雑誌といわれるほど、日本では普遍的

であり、臨床に重点が置かれている。トピックス

と題して臨床上の話題、手術、治療法、疾病に関

する特集をしばしば企画し資することも多い。原

著は症例報告例が比較的多く、また腫瘍のそれも

多いことから実地臨床家にとっても得がたい雑誌

である。第１ページの巻頭を飾るのば 目でみる

耳鼻咽喉科 ″で、きれいなカラー写真によって構

成されている。基礎、臨床を問わず、適切な発表

材料が得られるならば是非投稿されたい。やはり

原稿は ４００字詰、原稿用紙１５枚以内、引用文献２０

を上限としている。

③耳鼻咽喉科臨床

Ｐｒａｃｔｉｃａ Ｏｔｏｌｏｇｉｃａ（ Ｋｙｏｔｏ）

〔 耳鼻臨床：Ｐｒａｃｔ Ｏｔｏｌ（Ｋｙｏｔｏ）〕

以前は平衡機能、前庭迷路に関する論文が比較

的多かったが、最近はバランスよく、各分野にお

ける研究論文が増えている。投稿者はやはり京都、

大阪、神戸など関西地方の大学、診療施設の医師

が多い。論説、カラー図説、臨床と続いて研究論

文、最後に薬物に関する最新情報の論文を掲載し

てい る。研修ノート も捨てがたい。記念論文集や

補冊も多い。

④耳鼻と臨床

ＯｔｏｌｏｇｉａＦｕｋｕｏｋａ

〔 耳鼻：ＯＴＯＬＯＧＩＡ ＦＵＫＵＯＫＡ〕

九州を中心に論文投稿者が多い。前述の臨床雑

誌と特に変わらないが、新しく開発された薬剤の

治験成績が多く取り上げられている。最近では地

方において行われた教育パネル、九州めまい研究

会、頭頚部癌懇話会などの講演記録が紹介され、

宿題報告も別冊として出版されている。また年１

回国内における耳鼻咽喉科学の発表論文が部位別

に編集されており、これは大変貴重である。国内

の研究情勢を把握する上にも一読の価値がある。

⑥耳鼻咽喉科展望

Ｏｔｏ－Ｒｈｉｎｏ－ＬａｒｙｎｇｏｌｏｇｙＴｏｋｙｏ

〔 耳展：Ｏ．Ｒ．Ｌ．Ｔｏｋｙｏ〕

まずこの雑誌を手に取ると、特異な表紙に目を奪

われる。通読するとわかるが、毎号何らかの耳鼻

咽喉科に関係する歴史的人物や、診療、手術器具、

事物、事柄などが丹念に実証され表紙を飾ってい

る。編集者のたゆまぬ御努力に脱帽するほかない。

特に他誌と変わらないように思うがケースノート

の症例報告、手技工夫、補修解説、サロンなど実

地臨床家にとって役に立ち、楽しい読み物でもあ

る。補冊は薬剤関係の論文や単独の研究論文が多

く、これは学位論文として書かれた ものであろう。

⑥ＪＯＨＮＳ

ＪｏｕｒｎａｌｏｆＯｔｏｌａｒｙｎｇｏｌｏｇｙ、ＨｅａｄａｎｄＮｅｃｋ

Ｓｕｒｇｅｒｙ

この雑誌はどちらかというと耳鼻咽喉科研修医、

開業医、医学生などを対象に編集発行されており、

全て編集部からの投稿依頼による。内容 も充実し

ており、特集号は日々の臨床に役立ち有用である。

（２） 専門雑誌

内容の紹介は紙面の関係で省略するが下記のよ

うな雑誌がある。

①ＡｕｄｉｏｌｏｇｙＪａｐａｎ〔ＡＵＤＩＯＬＯＧＹ ＪＡＰＡＮ〕

②ＯｔｏｌｏｇｙＪａｐａｎ〔Ｏｔｏｌ Ｊｐｎ〕

旧臨床耳科〔ＣｌｉＯｔｏｌＪｐｎ〕と

ＥａｒＲｅｓｅａｒｃｈＪａｐａｎ〔ＥａｒＲｅｓＪｐｎ〕

が統合。

③日本鼻科学会誌Ｃ日鼻誌：ＪａｐＪＲｈｉｎｏｌ］

④口腔咽頭科〔口咽科：Ｓｔｏｍａｔｃにｐｈａｒｙｎｇｏｌ〕

⑤喉頭〔ＬａｒｙｎｘＪｐｎ 〕

⑥頭頚部腫瘍〔 頭頚腫瘍：ＨｅａｄＮｅｃｋＣａｎｃｅｒ）

３０
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ＡＣＴＡ（ｙＩＯ－ＬＡＲＹＮＧＯＬＯＧＩＣＡ

ＡＣＴＥＡ ０１て）－ＲＨＩさ、［）－ＬＡＲｍ 江）ＧＩＣＡ ＢＥＬＧＩＣＡ

ＡＭＥＲＩＣＡＮ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＯＴＯＬＡＲＹＮＧＯＬＯＧＹ

ＡＭＥＲＩＣＡＮ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ Ｃｍ⊃Ｌ£）ＧＹ

ＡＮＮＡＬＥＳ Ｄ Ｏ́ＪＤ－ＬＡＲＹＮＧＯＬＯＧＩＥ ＥＴ ＤＥ ＣＨＩＲＵＲＧＩＥ ＣＥＲＶＩＯ⊃ ＦＡＣＩＡＬＥ

ＡＮＮＡＬＳ ＯＦ ＯＴＯＬＯＧＹ，ＲＨＩＮＯＬＯＧＹ ＆ ＬＡＲＹＮＧＯＬＯＧＹ

ＡＲＣＨＩＶＥＳ ＯＦ ＯＴＯＬＡＲＹＮＧＯＬＯＧＹ －ＨＥＡＤ ＆ ＮＥＣＫ ＳＵＲＧＥＲＹ

ＡＵＤＩＯ－ＤＩＧＥＳＴ ＳＰＥＣＩＡＬ ＳＥＲＶＩＣＥ：ｍ ＬＡＲ四 ）Ｌ£）ＧＹ（ ＣＡＳＳ匹 ＴＡＰＥ ）

ＡＵＤＩＯＬ£）ＧＹ

ＢＵＬＬＥＴＩＮ ＳＩＧＮＡＬＥＴＩＱＵＥ ＤＵ ＣＮＲＳ（ Ｅ７２：ＯＴＯ ．ＲＨＩＭ）－ＬＡＲｍ 江）ＧＩＥ一
ＳＩて）ＭＡｊＴＥ）ＬＯＧＩＥ－ＰＡＴＨＯＬＯＧＩＥ ＣＥＲＶＩＣＯＦＡＣＩＡＬＥ）

ＣＬＩＮＩＣＡＬ Ｏ羽 ＬＡＲＹＮＧＯ江）ＧＹ 匹 ＡＬＬＩＥＤ ＳＣＩＥＮＣＥＳ

ＤＩＳＥＡＳＥ ＯＦ ＥＳＯＰＨＡＧＵＳ

ＤＹＳＰＨＡＧＩＡ

ＥＡＲ，ＮＯＳＥ ＡＮＤ ＴＨＲＯＡＴ ＪＯＵＲＮＡＬ

ＥＵＲＯＰＥＡＮ ＡＲＣＨＩＶＥＳ ＯＦ ｍ －ＲＨＩＮＯ－ＬＡＲ四 ）匹 Ｙ

ＥＸ

－ ３１－

： ＳＷＥ

： ＢＥＬ

： ＵＳＡ

： ＵＳＡ

： ＦＲＡ

： ＵＳＡ

： ＵＳＡ

： ＵＳＡ

： ＣＨＥ

： ＦＲＡ

１２Ｎ

ＣＡ６Ｎ

Ｂ－Ｍ

Ｂ－Ｍ

８Ｎ

Ｍ

Ｍ

Ｓ－Ｍ

Ｂ－Ｍ

Ｍ

： ＧＢＲ ６Ｎ

： ＩＴＡ ３Ｎ

； ＤＥＵ ４Ｎ

：ＵＳＡ Ｍ

： ＤＥＵ ６Ｎ

：ＮＬＤ ＩＯＮ

： ＣＨＥ Ｂ－Ｍ

： ＧＢＲ ４Ｎ

：ＵＳＡ Ｍ

：ＮＬＤ １８Ｎ

： ＤＥＵ Ｍ

：ＵＳＡ Ｑ

：ＦＲＡ ＩＯＮ

： ＧＢＲ Ｍ

： ＧＢＲ ４Ｎ

：ＵＳＡ Ｑ

： ＤＥＵ Ｍ

：ＵＳＡ Ｍ

：ＵＳＡ Ｑ

： ＣＨＥ Ｂ－Ｍ

： ＵＳＡ Ｂ－Ｍ

：ＵＳＡ Ｍ

： ＤＮＫ ３Ｎ

：ＦＲＡ ７Ｎ

： ＳＷＥ ４Ｎ

：ＵＳＡ Ｑ

：ＤＥＵ ２６Ｎ
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表２．日本で発行されＩｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓに収録されている英文雑誌

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

ＡＣＴＡ ＭＥＤＩＣＡ ＯＫＡＹＡＭＡ （ＯＫＡＹＡＭＡ ）

ＡＣＴＡ ＰＡＴＨＯＬＯＧＩＣＡ ＪＡＰＯＮＩＣＡ （ＴＯＫＹＯ）

ＡＲＣＨＩＶＥＳ ＯＦ ＨＩＳＴＯＬＯＧＹ ＡＮＤ ＣＹＴＯＬＯＧＹ （ＮＯ ＧＡＴＡ ）

ＡＵＲＩＳ，ＮＡＳＵＳ，ＬＡＲＹＮＸ （ＴＯＫＹＯ）

ＢＵＬＬＥＴＩＮ ＯＦ ＯＳＡＫＡ ＭＥＤＩＣＡＬ ＣＯＬＬＥＧＥ （ＯＳＡＫＡ ）（Ｆ：・・・ＳＣＨＯＯＬ ）

ＢＵＬＬＥＴＩＮ ＯＦ ＴＯＫＹＯ ＭＥＤＩＣＡＬ ＡＮＤ ＤＥＮＴＡＬ，ＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹ （ＴＯＫＹＯ）

ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＭＥＤＩＣＡＬ ＳＣＩＥＮＣＥ （ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ）

ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＭＥＤＩＣＡＬ ＳＣＩＥＮＣＥＳ （ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ ）

ＩＮＤＵＳＴＲＩＡＬ ＨＥＡＬＴＨ （ＫＡＷＡＳＡＫＩ ）

ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＣＩＲＣＵＬＡＴＩＯＮ ＪＯＵＲＮＡＬ （ＫＹＯＴＯ ）

ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＨＥＡＲＴ ＪＯＵＲＮＡＬ （ＴＯＫＹＯ ）

ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＣＡＮＣＥＲ ＲＥＳＥＡＲＣＨ （Ｆ：ＪＡＰ．Ｊ．ＣＡＮＣＥＲ ＲＥＳ．ＧＡＮＮ ）

ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＣＬＩＮＩＣＡＬ ＯＮＣＯＬＯＧＹ （ＴＯＫＹＯ ）

ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＭＥＤＩＣＡＬ ＳＣＩＥＮＣＥ ＡＮＤ ＢＩＯＩしＯＧＹ （ＴＯＫＹＯ ）

ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＯＰＴＨＡＬＭＯＬＯＧＹ （ＴＯＫＹＯ ）

ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＰＨＡＲＭＡＣＯＬＯＧＹ （ＴＯＫＹＯ ）

ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲＹ ＆ ＮＥＵＲＯＬＯＧＹ （Ｆ：ＦＯＬＩＡ ＰＳＹ… ）

ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＳＵＲＧＥＲＹ （ＴＯＫＹＯ ）

ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＶＥＴＥＲＩＮＡＲＹ ＲＥＳＥＡＲＣＨ （ ＳＡＰＰＯＲＯ）

ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＡＮＴＩＢＩＯＴＩＣＳ （ＴＯＫＹＯ）

ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＢＩＯＣＨＥＭＩＳＴＲＹ （ＴＯＫＹＯ）

ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＤＥＲＭＡＴＯＬＯＧＹ （ＴＯＫＹＯ ）

ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＥＬＥＣＴＲＯＮ ＭＩＣＲＯＳＣＯＰＹ （ＴＯＫＹＯ）

ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＮＩＨＯＮ ＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹ ＳＣＨＯＯＬ ＯＦ ＤＥＮＴＩＳＴＲＹ （ＴＯＫＹＯ ）

ＫＥＩＯ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＭＥＤＩＣＩＮＥ （ＴＯＫＹＯ）

ＫＩＴＡＳＡＴＯ ＡＲＣＨＩＶＥＳ ＯＦ ＥＸＰＥＲＩＭＥＮＴＡＬ ＭＥＤＩＣＩＮＥ （ＴＯＫＹＯ）

ＫＯＢＥ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＭＥＤＩＣＡＬ ＳＣＩＥＮＣＥＳ （ＫＯＢＥ ）

ＫＩＪＲＵＭＥ ＭＥＤＩＣＡＬ ＪＯＵＲＮＡＬ （ＫＵＲＵＭＥ）

ＭＩＣＲＯＢＩＯＬＯＧＹ ＆ ＩＭＭＵＮＯＬＯＧＹ （ＴＯＫＹＯ ）

ＮＡＧＯＹＡ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＭＥＤＩＣＡＬ ＳＣＩＥＮＣＥＳ （ＮＡＧＯＹＡ ）

ＯＫＡＪＩＭＡＳ ＦＯＬＩＡ ＡＮＡＴＯＭＩＣＡ ＪＡＰＯＮＩＣＡ （ＴＯＫＹＯ ）

ＯＳＡＫＡ ＣＩＴＹ ＭＥＤＩＣＡＬ ＪＯＵＲＮＡＬ （ＯＳＡＫＡ ）

ＳＣＩＥＮＣＥ ＲＥＰ ＲＥＳ ＩＮＳＴ ＴＯＨＯＫＵ ＵＮＩＶ ＳＥＲ Ｃ ＭＥＤＩＣＩＮＥ （ ＳＥＮＤＡＩ）

ＴＯＨＯＫＵ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＥＸＰＥＲＩＭＥＮＴＡＬ ＭＥＤＩＣＩＮＥ （ ＳＥＮＤＡＩ）

ＴＯＫＡＩ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＥＸＰＥＲＩＭＥＮＴＡＬ ＡＮＤ ＣＬＩＮＩＣＡＬ ＭＥＤＩＣＩＮＥ （ ＩＳＥＨＡＲＡ）

ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ ＪＯＵＲＮＡＬ ＯＦ ＥＸＰＥＲＩＭＥＮＴＡＬ ＭＥＤＩＣＩＮＥ （ＴＯＫＵＳＨＩＭＡ）

－ ３２－
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⑦日本気管食道科学会会報〔 日気食道会報： 論文が多い。Ｌａｒｙｎｇｏｓｃｏｐｅなどはその雑誌名から

ＪＪｐｎＢｒｏｎｃｈｏ－ｅｓｏｐｈａｇｏ１Ｓｏこ） 受ける印象と異なり、諸分野の広い範囲での研究

⑧耳鼻咽喉科免疫アレルギー〔 耳鼻免疫アレ 報告が掲載されているが、私もよく投稿している

ルギー： 刀ＩＡＯ〕 雑誌である。

⑨音声言語医学〔音声言語医：ＪｐｎＪＬｏｇｏｐ 最近では症例報告がなかなか採用されない傾向

Ｐｈｏｎｉａｔｒ 〕 にあるが、 ＪｏｕｒｎａｌｏｆＬａｒｙｎｇｏｌｏｇｙａｎｄＯｔｏｌｏｇｙ

⑩ＣｏｎｇｅｎｉｔａｌＡｎｏｍａｌｉｅｓ〔ＣｏｎｇＡｎｏｍ〕 にはＣｌｉｎｉｃａｌＲｅｃｏｒｄｓと称して稀な症例報告の論

⑩小児耳鼻咽喉科〔 小児耳鼻：Ｐｅｄｉａｔｒｉｃ 文が毎号数篇掲載されている。

ＯｔｏｒｈｉｎｏｌａｒｙｎｇｏｌｏｇｙＪａｐａｎ ］

４． 日本で編集発行されている英文雑誌

３． 耳鼻咽喉科領域における各国の雑誌

（１） 各国における雑誌

国際的には表１のような総合雑誌や専門雑誌が

刊行されている（ 丸善外国雑誌 カタログ；医 学

編 ）。

なお発行国はＵＳＡ（ アメリカ ）、ＳＷＥ（スウェー

デン ）、ＢＥＬ（ ベルギー ）、ＦＲＡ（フランス ）、

ＣＨＥ（ スイス）、ＩＴＡ（ イタリア）、ＮＬＤ（ オラ

ンダ）、ＤＥＵ（ ドイツ）、ＧＢＲ（ イギリス）、

ＤＮＫ（ デンマーク）である。

（２） 英文総合雑誌

これらの総合雑誌のうち，私か今までに良く読

み引用した英文５大雑誌をあげると以下のように

なる（ カッコ内は発行部数 ）。またこれらの雑誌

は世界で引用頻度の最も多い雑誌となっている。

１ＡｒｃｈｉｖｅｓｏｆＯｔｏｌａｒｙｎｇｏｌｏｇｙ－Ｈｅａｄ ａｎｄ

ＮｅｃｋＳｕｒｇｅｒｙ （１２，０００）

２Ｌａｒｙｎｇｏｓｃｏｐｅ （ ８，１００）

３ＡｎｎａｌｓｏｆＯｔｏｌｏｇｙ，Ｒｈｉｎｏｌｏｇｙ ＆

Ｌａｒｙｎｇｏｌｏｇｙ （ ５，９００）

４ＡｃｔａＯｔｏｌａｒｙｎｇｏｌｏｇｉｃａ （ ２，１００）

５ＪｏｕｍａｌｏｆＬａｒｙｎｇｏｌｏｇｙａｎｄＯｔｏｌｏｇｙ

（ １，０００）

Ａ（ニｔａＯｔｏｌａｒｙｎｇｏｌｏｇｉｃａは従来基礎的，実験的

研究論文が多いことで知られているが，最近では

臨床的論文が増加している。分野は多岐にわたる

が内耳に関する論文が一番多いように思う。著者

は日本人が多く，突出しているがこれは日本の耳

鼻咽喉科臨床医が基礎研究を盛んに行っているこ

とにもよる。その他の４誌はおおむね臨床研究の

基礎医学、臨床の各分野の学会や大学などが編

集刊行している英文雑誌は８５誌を数える。このう

ちでＩｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓに収録されている３６誌を表２

に示した。耳鼻咽喉科関係の雑誌では Ａｕｒｉｓ

ＮａｓｕｓＬａｒｙｎｘ がある。なるべくこのような雑誌

に投稿し、コンピューターによる文献検索の際に

投稿の論文名が出て欲しい ものである。

５。 おわりに

以上のような雑誌に投稿するにあたっては、ま

ず投稿を希望する雑誌を購人あるいは一読するこ

とが肝要である。人手困難であれば普遍性に欠け、

読めば報告内容の程度の高低がおのずと理解でき

る。次に最新号の投稿規定を熟読することである。

特にここで私はなるべく英語（ あるいは得意な外

国語 ）による論文を書くことをお勧めしたい。一

般に世界で発表される論文の中で日本語の占める

割合は低く、日本人以外の読者はほとんどないと

いってよい。極端に形容すれば、外国人にとって

残念ながら日 本語はアラビヤ文字に も似て、奇怪、

不明の文字である。最近、抄録と図表は英語で表

現する規定を採用した雑誌もあるようだが、これ

も内容の一部を窺い知るのみで隔靴掻伴の感があ

り、全文を英語表現にして始めて著者の研究の意

図や結果が充分に理解されるのである。

英文論文執筆に際しては和文論文をそのまま英

訳したのではなかなか採用されないことがある。

特に考察など和文では饒舌に過ぎて講義調になっ

たりするが、これは英文では感心しない。より新

しい着想や発見を科学的に理論的に明快に著述し

３３
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て始めて採用される。名文でなくとも、どのくら

い着想や結果が ゛ｎｅｗ″バ ｎｅｕｅｓ／／であるかで

採否は決まるように思う。ゆえに対象材料や結果

はともかくとして
＞
，ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎで著述する際には

日本語の場合と違った、なぜ ｎｅｗ であるかとい

う、他の追従を許さぬほどの、核心を突いた厳し

さが要求される。我が国の論文の中には諸外国の

著名な研究者の調査成績を一つのヒントにして症

例数や実験数を重ね、それを肯定したような論文

が時に散見されるが、英語で世界に問う場合には、

これはあまり通用しないことを銘記すべきである。

さて、投稿した論文に対してレフリーからコメ

ントが送られてくれば、これは充分採用の可能性

があ ると考えてよい。国内外を問わず厳しいコメ

ントが付されて返ってくるのが通例であるが、多

くの初心者はこのコメントに肝易して再投稿をあ

きらめてしまう。しかし、このコメントを注意深

く読んでみると文中に多くの示唆が隠されている

ことがある。ゆえに、コメントの示唆を生かしつ

つ自身の見解を述べ、あるいは場合により実験結

第６７回研修会プログラム

平成５年３月２９日（月）１０：００～１２：００

淀川キリスト教病院 会費５００円

《 事業報告会 》

１． 当図書室の個人図書購入斡旋について

山崎 捷子（ 淀川キリスト教病院 ）

２． ２年間の図書室業務を振り返って

松田智恵子（ 大阪府済生会泉尾病院 ）

３． 丸善外国雑誌の一括発注方式を利用して

七浦 紀子（ 大津赤十字病院 ）

４． 図書室の年次報告書の作成

木下久美子（ 高山赤十字病院 ）

５． 院内報の発行

首藤 佳子（ 星ヶ丘厚生年金病院 ）

果を付加して一層内容の充実した論文として提出

すればよい。これらの作業に関しては良い手引書

が発行されているので、参考にされたい（ たとえ

ば、『科学者のための英文手紙の書き方 』黒木登

志夫ほか 朝倉書店、『 Ｄｒ．ロビンズの上手な英語

医学論文の書き方 』国際医学情報センター編 医学

書院、『 実例による医学英語論文の書き方 』引地

岳雄 メジカルビュー社 ほか ）。

それでも採用されない場合、英文を書き直し再

度日本語で邦文雑誌に投稿してもよいが、できる

ことならば内容を検討し日本で発行されている英

文雑誌にトライしてみることである。昨今では和

文英訳を専門としている業者や、母国語の英語で

医科学論文をチェックする者 も増加しているので、

これらの人々の語学力、知識を文中で有効に利用

することを勧めたい。

以上、耳鼻咽喉科における邦文ならびに世界の諸

雑誌を紹介し、特に英文による論文投稿に際して

の要点を簡単に述べた。

第１９回総会のお知らせ

日時：平成５年３月２９日（月）

場所：淀川キリスト教病院

ＰＭ ２：１５～４：００

本館５階講義室

特別講演

（ 平成５年３月２９日 、 ＰＭ Ｉ：００～２：００）

「 科学の芽ぱえとその発展」

講師 檜 學 先生 島根医科大学前学長（

京都大学 名誉教授

）

３４－




